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この冊子は、　　　 の社会貢献広報事業として助成を受け作成されたものです。
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ベストシーズン到来！夏のケープ半島でアクティビティ三昧

ケープタウン／喜望峰／ワインランド（南アフリカ）

ケープタウンの人気ボートツアー ケープタウンツアー特集ケープタウンツアー特集

Youth Hostel  Pick up

犬山国際ユースホステル

温かい人と自然がもてなす、
ぬくもり溢れる場所
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会員証は国際ユースホステル連盟（Hostelling International）によって認められたもので、
世界各国の YHが利用できます。

■オンライン（インターネット）入会をご希望の方
お近くにユースホステル、ユースホステル協会・入会案内所がない場合、オン
ラインでも入会を受け付けております。但し、会員証発行までお時間がかかり
ますので、予めご了承ください（ご入金後、約1週間位）。

■継続のご案内
有効期限の2ヵ月前から、継続手続きを受け付けています。会員証の有効期限内に
手続きをおこなうと新規登録会費より500円割引（提携カード除く）になります。

■便利な自動継続のお知らせ
自動引き落としのお申し込みを入会・継続時にされますと、次年度から継続会費が
自動的に指定口座から引き落としされ、手間をかけずに継続手続きができます。

■お友達ご紹介者へのプレゼント終了について
会員になるお友達ご紹介者への図書カード送付は、まことに勝手ながら、
2015年12月31日到着分をもって終了いたしました。いままで多くのお友達をご
紹介くださいまして、ありがとうございました。

■会員証をすぐに取得されたい方
お近くのユースホステル、ユースホステル協会または入会案内所でお申し込
みください。その場で発行されるため、一番手軽で、早くできます。

■登録会費

郵送、インターネットからのお申し込みの際は別途送料240円が必要となります。
詳細は日本ユースホステル協会HPをご確認ください。 http://www.jyh.or.jp/membership/

会員証種別

少年パス

青年パス

成人パス

家族パス

団体パス

終身パス

1,500円

1,500円

2,500円

3,500円

5,000円

50,000円

1,000円

1,000円

2,000円

3,000円

4,500円

満4歳から中学生まで

中学生修了年齢から満19歳未満

満19歳以上

夫婦、又は親子（中学生までの子供）

海外で利用する場合、配偶者は

別途会員証が必要です（500円）

10名以上の団体・機関の引率責任者（満18歳以上）

満26歳以上、有効期限は登録の日から終身

該当年齢区別 新規
登録会費

継続
登録会費

職員：対象  全国のYHでの勤務（転勤あり）
契約職員：対象  都内、地方での勤務（転勤なし）
志望される方はHP上の募集要項をご確認の上、当協会
までご連絡ください。

ユースホステル職員募集 Hostelling
Magazine

若者の旅を応援する日本ユースホステル協
会の発行するフリーペーパー「Hostelling 
Magazine」の設置場所になりませんか。毎号
20部以上の設置・配布にご協力頂ける施設様
には送料無料でお送りいたします。

全国の直営ユースホステルで働ける職員を募集してい
ます。宿泊業の経験は問いませんが、積極的にユースホ
ステル運営に取り組む、意欲のある方を求めています。

※設置には審査があります。詳細は日本ユースホステル
協会（somu@jyh.or.jp）までお問い合せください。

詳細はこちらから！ 

http://www.jyh.or.jp/hm/index.html

Hostelling Magazineはネットからダウン
ロード出来るWEB版も併せて公開してい
ます。これまでに発行されたバックナン
バーも読み放題！

WEB版 Hostelling Magazine
バックナンバーも読み放題！公開中！設 置 場 所 募 集 ！

ユースホステル インフォメーション
■臨時休館ユースホステル
稚内ユースホステル（北海道）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・当分の間
網走原生花園ユースホステル（北海道）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・当分の間
おいらせユースホステル（青森県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・当分の間
潮来荘ユースホステル（茨城県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・当分の間
甲府ユースホステル（山梨県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・当分の間
のと皆月湾ユースホステル（石川県） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・当分の間（強風被害のため）
北信州観山ユースホステル（長野県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・当分の間
知多半島ユースホステル（愛知県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・当分の間
北九州ユースホステル（福岡県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・当分の間
阿蘇ユースホステル（熊本県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 当分の間（地震被害のため）
阿蘇くじゅう高原ユースホステル（熊本県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 当分の間（地震被害のため）

■閉館ユースホステル
札幌ハウスユースホステル（北海道）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・平成28年 3月31日
ふらのユースホステル（北海道）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・平成28年 3月31日
小樽ヴィラマウンテングユースホステル（北海道）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・平成28年  6月15日
神戸たるみユースホステル（兵庫県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・平成27年12月31日
ユースホステル  レイノイン広島平和公園（広島県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・平成28年11月30日
ルノワルユースホステル（福岡県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・平成27年 7月31日

平成28年4月に熊本で発生した地震により被害を受けたユースホステルもありましたが、
阿蘇ユースホステルと阿蘇くじゅう高原ユースホステルを除き、営業を再開しております。

ご応募は日本ユースホステル協会ホームページの専用お申込みフォームから！
http://www.jyh.or.jp/hm/　■応募締切　2017年2月10日
※当選発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます。

・デヴォール・ピノタージュ
【DEWAAL PINOTAGE】
・ポークパインリッジ・ソーヴィニョンブラン
【PORCUPINE RIDGE SAUVIGNON BLANC

抽選で3名の方に

南アフリカのワインを
赤と白のセットで

プレゼント！

モンベル YH 会員証ならびに
ワールドホステリングカードをお持ちの皆様へ
モンベルYH会員証は全国モンベルストア店舗、モンベルクラブ事務局ほか
当協会窓口などで受付しております。
※当協会では窓口のみの受付となり、オンラインや郵便局払込取扱票によ
る受付はできません。

ワールドホステリングカード年会費引落日は、カード記載の有効期限翌月ま
たは翌々月です。次年度分の会費引落前に脱会をご希望の方は、必ず有効
期限の月末日までにカードご退会手続きをお済ませください。
　【例】01／21と記載されている場合は2月中もしくは3月中の引落としとな
　るため、1月末日までにご退会をお申し出ください。
　（株）ライフカードご連絡先：045-914-7003
カードご退会手続き完了時点でYH会員退会手続きも完了となります。
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日本ユースホステル協会はユースホステルのビジョンに基づき、日本国内にユースホステルを設置・運営すると共に、
国際ユースホステル連盟や各国のユースホステル協会と協調し、知見を広める「旅」を促進する活動を行っています。

Inclusivity

Learning and Understanding

Sustainability

世界を超え て

考えよう

僕らと子ど も 達 の 未 来 の こ と を

※本紙の情報は2016年12月20日現在のも

のです。変更になる場合がありますので、

お出かけの前に現地にお確かめください。

発行所 一般財団法人日本ユースホステル協会

編集・発行人  水野 宰

TEL.（03）5738-0546

〒151-0052  東京都渋谷区代々木神園町3-1 

国立オリンピック記念青少年総合センター内

※本誌掲載記事の無断転載を禁じます。
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私は毎日、「やるべきことをやれているのかどうか」を考え
ているよ。私が撮りたいのは、被写体の何なのか。限られた
撮影時間の中で、残された最後の瞬間まで、「勝負」をして
いる。
「あなたは叶えたい目標に向かって、本当に100％の力を
出し切れていますか？ 0.1％でも諦めていることはないで
すか？」。私の弟子や、一緒に仕事をするヘアメイクさん、ス
タイリストさんには、よくこんな質問をするよ。残り0.1％に
踏みこめば、その人の人生が変わる可能性がある。でも、
ほとんどの人は、99.9％で満足してしまって、0.1%に踏み
込めない。その0.1％に、目指したい目標の「金メダル」や
「Final destination（最終目的地）」があるのかもしれない
のにね。
例えば、写真家にとっての「金メダル」とは何だと思う？答え
は、人によってそれぞれ。「木村伊兵衛写真賞（※）を獲った
ら」という人もいるだろうし、「雑誌『VOGUE』の表紙を撮っ
たら」「有名広告のコマーシャルフォトを撮ったら」「自分の
手がけた写真集が売れたら」という人もいる。金メダルの
形は、その人自身が自由に決めていい。でも、同じ夢を見て
いる人がたくさんいる中で、金メダルに届く人と届かない
人がいるのはなぜか。タイミング？それとも、運？努力？私
は、その答えが最後の0.1％にあると思っているよ。

13歳のときに、女手ひとつで私や家族を養ってくれていた
お母さんが、病院で亡くなる姿を見たことがきっかけだと
思う。お母さんが亡くなったのは、1984年の8月。当時、私
は中学1年生だった。学校の全校集会で校長先生の話を聞
いている途中で突然名前を呼ばれて、「すぐに職員室に来
なさい」と言われて。そしたら、「あなたのお母さんが倒れ
たらしい。おばあちゃんが迎えに来るから、すぐに病院へ行
きなさい」と、先生に言われて……。すぐに病院に向かった
けれど、病室で見たお母さんの顔は真っ白だった。診断結
果は「癌」。実はその頃、お母さんはいつも咳をしていた。
でも、それ以外の症状がなかったから、13歳の私はお母さ
んがそんな重い病気を抱えていたなんて知らなかったん
だよ。気づいてあげられなくて、本当に悔しかった。我が家
は貧しかったから、最低限の治療しかできなくて、お母さん
は入院した5日後に亡くなってしまった。
一番大切な人が目の前で亡くなったときに、私が気づいた

こと。それは、「人間は本当に死ぬんだ」ということ。それだ
けは、何があっても間違いのない事実なのだと、嫌でも受け
止めるしかなかった。この出来事が、私に生命の大切さを教
えてくれたよ。そして、1分1秒を無駄にせず、100％の力を出
そうという強い意志を持つきっかけにもなったと思う。

妹や友達の写真を撮ってあげたいなぁと思ったのが、写真
に興味を持ったきっかけ。学校には、私の家族のように貧
しい友達が何人かいて。家族で旅行をしたことがなかった
り、誕生日のお祝いもしてもらえなかったり……。だから、
私たち家族や彼らには、自分の思い出の写真がないんだ
よ。それで、私の13歳の誕生日に、お母さんに「カメラがほ
しい」とお願いしたら、買ってもらえて。それからだね、ポー
トレート（肖像写真）を撮るようになったのは。

日本に対してずっと憧れがあったからだよ。母が亡くなっ
た後、私が中学校を辞めてすぐに働き始めたのが、たまた
ま日系の工場で。私にとって、そこはまるで「ワンダーラン
ド」のような場所だった。工場の外にはないものがあった
んだよね。工場には日本のレコードや雑誌がたくさんあっ
て、テレビをつければ、NHKの番組がずっと流れていた。体
操番組も、ドラマもアニメも、シンガポールのテレビ番組と
は、クオリティの高さが全然違った。
働き始めた頃は、私にとって日本は遠い遠い存在だった。
でも、働きながら日本のカルチャーに触れるうちに、「日本
に行ってみたい」という気持ちがどんどん強くなっていっ
て。特に大好きだったのは、日本のファッション誌や音楽
誌。表紙の写真を見ながら、「こんな写真を撮れるようにな
りたい」と思った。あの時の気持ちは、今も忘れていない
よ。だから、私は今、関わった雑誌や広告、写真集が、誰か
の人生を変えるかもしれないと思いながら、写真を撮って
いる。そして、当時憧れた写真家のみなさんに対して、手が
けた作品を通して感謝を伝えていきたいという想いも、
ずっと抱き続けているよ。

Q.広告業界やファッション業界で引っ張りだこのレスリー

さんですが、写真家として大切にしている「スタンス」の

ようなものはありますか？

Q.そもそもレスリーさんが写真を撮るようになったきっか

けは何だったのでしょうか？

Q.現在は日本を拠点に世界中で活躍されていますが、シ

ンガポールで生まれ育ったレスリーさんが、日本で写真

家として活動しようと思ったのはなぜですか？

Q.「0.1％にまで踏み込んでいく」という想いは、いつから、

どんなきっかけで抱くようになったのですか？

※木村伊兵衛写真賞……朝日新聞社主催による写真の賞。「写真界の芥川賞」と呼
ばれることもある。

Hostelling Magazine 

13歳の眼前に突きつけられた、
「人は死ぬ」という事実。

一歩先を行くカルチャーに憧れ、日本へ。
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しないことをしてみる勇気が、

人生を変える。

業界の第一線を走り続ける、

シンガポール出身の人気写真家 レスリー・キーさん。

1998年に写真家としてデビューして以来、

ファッション写真や広告写真を中心に、

国内外で活動の幅を広げ続けています。

レディー・ガガや松任谷由実、浜崎あゆみなど、

これまで撮影してきた著名人のポートレートは数知れず。

そんなレスリーさんが、初めてカメラを手にしたきっかけとは。

なぜ、日本にやってきたのか。

写真を撮るときに、大切にし続けている「信念」とは。

詳しく話を伺ってみました。

世界中のアーティストと撮影終了後に撮ったツーショット写真。幼少時代から

音楽が大好きで、写真家になった今もファンだった頃の気持ちは変わらない。



私は毎日、「やるべきことをやれているのかどうか」を考え
ているよ。私が撮りたいのは、被写体の何なのか。限られた
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いる。
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人がいるのはなぜか。タイミング？それとも、運？努力？私
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LESLIE KEE

Prof ile

絶対つながっているよ！みんな、自分で足を運んで行かないと
ダメダメ！でも、今旅行に行ける人はいいよね。たくさんの情
報があるから。私が旅をしたときは、情報源が2冊の本しかな
かった。『ロンリープラネット』と『地球の歩き方』。私は『地球の
歩き方』を選んだよ。日本人がつくっている旅行ガイドブック
は大体外れがないと聞いたので。
今は「どこの宿がいいのか」「どこのレストランがいいのか」は
口コミを見て選べるでしょ？当時はインターネットも携帯電話
もまだまだ発達していなかったから、大変だった。でも、その
スリリングさがとっても楽しかった。自分の選んだものが成功
でも失敗でも、自分の人生でしょ？情報は、自分で足を運んで、
五感で、魂で、手に入れるものだと思う。今は何事も情報あり
きで決めてしまいがちだけど、それが喜怒哀楽の幅を狭くして
いるかもしれない。実は、情報が少ない方が、可能性が深く、
広くなるかもしれないと思う。
そういえば、ユースホステルって世界にどれくらいあるの？

そうなんだ。すごく行ってみたい！きっと、ユースホステルには
面白い人がたくさんいるんだろうね。このインタビューをご縁
に、日本のユースホステルにもいつか行きたいな。

それはきっと、生まれ育った環境が恵まれていなかったから。
恵まれていなければいないほど、たくさんのハングリーさが
出てくると思う。だって、衣食住に困ることって、日本にいたら
ほとんどないんじゃない？。困っていないなら、「そのままでい
いじゃん」と思うんじゃないかな。でも、困っている人の場合
は、衣食住に困ったら自分で何とかしなきゃいけないと考える
から、何かを得るための行動力がすごいのかもしれない。

私は、あんまり「コンペディション（競争）」には興味がないん
だよね。自分の写真には、絶対にオリジナリティや、ワンアンド
オンリーなものがあると思うから、それを一生懸命信じて、自
分のやりたいことを形にするためにもっともっと腕やセンスを
磨いて、前に進んで行けたらいいと思う。例えば双子だって、
見た目はそっくりでも中身は違うんだから。写真の世界なん
て、みんな他人なんだから、作品に共通点があったとしても、
似ていないところの方がいっぱいある。私は負けず嫌いな性
格だけど、周りの写真家にはリスペクトを持っているよ。それ
ぞれが、悔いのないようにやればいいと思う。　

そうそう、28ヶ月間ね。19歳のときにシンガポールを出て、兵
役で戻ってくるまではアジアで貧乏旅行をしていたよ。シン
ガポールからバスに乗って、まずはマレーシアへ。それから
またバスで何十時間もかけてタイに行って、インドネシア、
フィリピン、インド、ネパール……エベレストにも2回行った！

私はインド映画が大好きだったから、やっぱりインドは面白
かった。ガンジス川はスピリチュアル的というか、パワース
ポットのような場所だよね。1ヶ月くらい滞在するつもりが、1
年も住んじゃった。日本人のバックパッカーもたくさんいた。
みんな声を掛けてくれるから、友達もたくさんできたよ。
現地で暮らしている人たちの写真もたくさん撮った。インド
の人たちは、ほとんどカメラを持っていなかったから、フィル
ムカメラでポートレートを撮って、現像屋さんに行ってプリン
トした写真を彼らにプレゼントしたよ。みんなすごく喜んでく
れた。そのときに分かったのは、「写真は誰かにとっての“宝
物”にできるんだ」ということだね。
この頃に撮った写真と今の写真を見比べると、あまり変わら
ないなぁと思う。もちろん、昔と比べたら技術は上がっている
けれど、子どもたちの表情とか、強い目線とか、昔の写真に
は、ヒントがいっぱいあるよ。

 

それは、自分が無理をするしかないよ！「こういうことはやり
たくない、したくない」みたいな、自分の中にあるルールと
か、ポリシーとか、みんな持っているよね。でも、あえてしない
ことをすればいい。それがヒントになると思う。しないことを
してみたら、あなたが思ったほど辛くないかもしれない。思っ
たほど、嫌じゃないかもしれない。そこで、ひょっとしたらあな
たの人生のもうひとつの扉が開いて、その先に長い道が待っ
ているかもしれない。開けてみようよ、せっかくなんだから。
ドアはひとつだけじゃないはずだよ。ドアを開けることによっ
て、あなたの人生に必ずヒントが生まれるから。
日本人って、すごくシャイだよね。それと、教育が進んでいる
からか、人に迷惑をかけないように一歩手前で止まって、考
えてから進む。それは素晴らしいことでもあるけれど、一歩の
踏み出し方を考え過ぎるせいで、次の瞬間にあるたくさんの
チャンスを逃してしまうこともあると思う。例えば、道を歩い
ているときや、電車に乗っているとき。私は「この人を撮りた
い！」と強く思ったら、全く知らない人でもすぐに声を掛け
ちゃうよ。知らない人に声を掛けるって、とってもハードルが
高いけどね。
私の場合は、「この人は私の可能性を広げてくれそうだ」と
思ったら、自然現象のように「実はこういうことがやりたいん
だよ！」とアピールするかな。“ダメもと”でも全然構わないん
だよ。今は興味がなくても、しばらく経ってから興味を持って
くれるかもしれないんだから。常に前向きに、プラス思考で
考える！そうすれば、可能性はどんどん広がっていくんじゃな
いかな。
“Life is a gamble!”だよ。人生は、「賭ける」もの。自分を縛っ
て壁をつくってしまうのは、もったいない。私は、みんなが興
味のないものを拾って、それを何かに使おうとするタイプ。
だって、誰からもやっちゃダメとは言われていないし、やった
ほうが良いとも言われていないことなら、自分次第で自由に
できるでしょう？

Hostelling Magazine  Interview vol.007

レスリーさんは来日する前に、東南アジアを旅されてい

たそうですね

Q.

レスリーさんのお話を聞いていると、言葉の端々から底

知れぬ「ハングリー精神」を感じます。

Q.

世界で活躍するときには、ライバルと戦っていかなけれ

ばいけませんよね。

Q.

28ヶ月！それはかなりの長期滞在ですね。特に印象に

残っているのはどの国ですか？

Q.

Hostel l ing Magazineの読者の中には、旅行先で現

地の人の写真を撮るのをためらってしまう人も多いん

じゃないかと思っていて……どうやったら、その壁を破

れるでしょうか？

Q.

旅に出たときの経験は、今の経験に活かされていますか？Q.

世界には4,000ヶ所以上、日本国内には約200ヶ所ありますよ。Q.

2011年、東北地震と津波の被災者へのチャリティを目的として、TIFFANYとのコラボレーショ

ンで発売した、世界中の美しい女性達を200人集めた写真集『LOVE&HOPE』の写真展で。

1989年、18歳のときに初めてバックパッカーとして旅をしたインド・VARANASIでの一枚。

この写真が、自分の人生を変えた。

0504

写真は誰かの「宝物」になるのだと
気づいた、アジア諸国での
バックパッカー生活。

写真の力を信じて、どん欲に突き進む

やらないことをやってみる。
すると、新しい可能性が見えてくる。

情報は、自分の足で、
五感で、魂で手に入れる。
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か、ポリシーとか、みんな持っているよね。でも、あえてしない
ことをすればいい。それがヒントになると思う。しないことを
してみたら、あなたが思ったほど辛くないかもしれない。思っ
たほど、嫌じゃないかもしれない。そこで、ひょっとしたらあな
たの人生のもうひとつの扉が開いて、その先に長い道が待っ
ているかもしれない。開けてみようよ、せっかくなんだから。
ドアはひとつだけじゃないはずだよ。ドアを開けることによっ
て、あなたの人生に必ずヒントが生まれるから。
日本人って、すごくシャイだよね。それと、教育が進んでいる
からか、人に迷惑をかけないように一歩手前で止まって、考
えてから進む。それは素晴らしいことでもあるけれど、一歩の
踏み出し方を考え過ぎるせいで、次の瞬間にあるたくさんの
チャンスを逃してしまうこともあると思う。例えば、道を歩い
ているときや、電車に乗っているとき。私は「この人を撮りた
い！」と強く思ったら、全く知らない人でもすぐに声を掛け
ちゃうよ。知らない人に声を掛けるって、とってもハードルが
高いけどね。
私の場合は、「この人は私の可能性を広げてくれそうだ」と
思ったら、自然現象のように「実はこういうことがやりたいん
だよ！」とアピールするかな。“ダメもと”でも全然構わないん
だよ。今は興味がなくても、しばらく経ってから興味を持って
くれるかもしれないんだから。常に前向きに、プラス思考で
考える！そうすれば、可能性はどんどん広がっていくんじゃな
いかな。
“Life is a gamble!”だよ。人生は、「賭ける」もの。自分を縛っ
て壁をつくってしまうのは、もったいない。私は、みんなが興
味のないものを拾って、それを何かに使おうとするタイプ。
だって、誰からもやっちゃダメとは言われていないし、やった
ほうが良いとも言われていないことなら、自分次第で自由に
できるでしょう？
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レスリーさんは来日する前に、東南アジアを旅されてい

たそうですね

Q.

レスリーさんのお話を聞いていると、言葉の端々から底

知れぬ「ハングリー精神」を感じます。

Q.

世界で活躍するときには、ライバルと戦っていかなけれ

ばいけませんよね。

Q.

28ヶ月！それはかなりの長期滞在ですね。特に印象に

残っているのはどの国ですか？

Q.

Hostel l ing Magazineの読者の中には、旅行先で現

地の人の写真を撮るのをためらってしまう人も多いん

じゃないかと思っていて……どうやったら、その壁を破

れるでしょうか？

Q.

旅に出たときの経験は、今の経験に活かされていますか？Q.

世界には4,000ヶ所以上、日本国内には約200ヶ所ありますよ。Q.

2011年、東北地震と津波の被災者へのチャリティを目的として、TIFFANYとのコラボレーショ

ンで発売した、世界中の美しい女性達を200人集めた写真集『LOVE&HOPE』の写真展で。

1989年、18歳のときに初めてバックパッカーとして旅をしたインド・VARANASIでの一枚。

この写真が、自分の人生を変えた。

0504

写真は誰かの「宝物」になるのだと
気づいた、アジア諸国での
バックパッカー生活。

写真の力を信じて、どん欲に突き進む

やらないことをやってみる。
すると、新しい可能性が見えてくる。

情報は、自分の足で、
五感で、魂で手に入れる。



レスリー・キーさん
直筆サイン入り本
抽選で3名様にプレゼント！
ご応募は日本ユースホステル協会ホームページの
専用お申込みフォームから！ 
 http://www.jyh.or.jp/hm/
■応募締切　2017年2月末日
※なお、当選発表は、商品の発送を以てかえさせていただきます。
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Inspirations: LESLIE KEE at TEDxTokyo 2014

たくさんいるけれど、一番はやっぱりユーミン（松任谷由実
さん）かな。私にとって、ユーミンは神様。シンガポールの日
系工場で働いていた頃、『やさしさに包まれたなら』を聴い
て、歌詞の意味を一緒に働いていた日本人から教えても
らってから、今もずっと大好き。日本に行きたいと思ったの
は、「いつかユーミンに会いたい、ユーミンの写真を撮りた
い」という想いがあったからでもあるくらい、私に影響を与
えてくれた存在だよ。
ご縁があって、29歳のときにユーミンの写真を撮らせても
らうチャンスをもらって、それから今も彼女のCDのジャケッ
トや写真集を、私が撮り続けていて。毎回ユーミンに会って
話す度に、「奇跡がずっと続いているんだ」と感じるね。

私は写真を撮るときに、表情やジェスチャー、角度、姿勢の
「バランス」をすごく考える。その人の顔の角度や髪の流れ
方、目の動き、指の動き、首の曲がり方。全部、ちょっと変え
るだけでも写真は大きく変わる。たまに、そのバランスを調
整しているときに、自分が「整体」をやっているような感覚
になるよ。
それと、撮影する相手が何を考えているのか、「ディテー
ル」を考えるのがすごく好き。だから、撮影相手が生まれて
から今までの質問を、撮影中にたくさんする。「何がきっか
けであなたは今の道を進んでいるの？」とか、「今までどん
なつらいことがあったの？」とか、今私があなたにインタ
ビューされているのと同じように、私も相手の話をたくさ
ん聞いて、その人らしい瞬間を引き出しているよ。

2020年東京オリンピック・パラリンピックで競技の主役に
なるのはアスリートかもしれないけれど、このプロジェクト
の根底には、「多くの人の夢や目標を共有することで、より
よい未来をつくりたい」という思いがあって。このプロジェ
クトのために、著名人だけじゃなくて、10月9日、10日の2日
間で一般の人の写真もたくさん撮ったよ。1人あたりの撮
影にかけられる時間は短くても、その人の気持ちが写真に
残って、「人生の一枚」になるように、心を込めて2020名分
のシャッターを切りました。もしもこの先、道に迷いそうに
なったら、自分が書いた夢や目標を思い出して、ふたたび
走り出すきっかけにしてもらえたら嬉しいな。

きっと、自慢してくれると思うよ！何もなかったところから、
こうやって大きな仕事に関わらせてもらえるようになった
んだから。お母さんが亡くなってから、もう32年。感謝の気
持ちを伝えたくても、私には伝えられない。だから、もし、こ
のインタビューを読んでいる皆さんが元気なら、親孝行を
たくさんしてあげた方がいいよ！

私が一番大好きなユーミンの『やさしさに包まれたなら』
には、「目に映るすべてのことは メッセージ」という歌詞が
あるんだけど、まさにこの言葉を、インタビューを読んでい
る若い子たちに伝えたい。あなたたちの目に映っているす
べてには、「メッセージ」があるんだよ。それを、今、ちゃんと
感じられていますか？もしも感じられていないなら、目を開
いて、そして心を開いて、目の前に広がっているたくさんの
ヒントを見つけてください！

今まで数多くの著名人を撮影してこられた中で、特に印

象に残っている方はどなたですか？

Q.

松任谷由実さんの写真をはじめ、レスリーさんの作品

は、どれもシンプルさの中に強いパワーを感じます。

Q.

「バランス」と「ディテール」に
こだわり抜き、その人“らしさ”を切り取る。

2016年10月に、2020年の東京オリンピック・パラリン

ピックに向けて、総勢2020名の「ポートレートメッセー

ジ」を撮影するプロジェクトを行われたそうですね。

Q.

強い意志で、夢を実現し続けてきたレスリーさんが、読

者に伝えたいメッセージをお聞かせ下さい。

Q.

レスリーさんの今のご活躍を、お母さんがもしも見てく

れていたら、どう思うでしょうね。

Q.

LESLIE KEE presents. 
TOKYO 2020 Olympics Paralympics Special music clip

「⇒2020　レスリー・キーがつなぐポートレートメッセージ」 
東京2020オリンピック・パラリンピック企画応援テーマソング
「やさしさに包まれたなら」　
監督 : LESLIE KEE
作曲・作詞：荒井由実　編曲：松任谷正隆　歌：松任谷由実

出演者：
AYABAMBI / 鈴木朋樹 / 片岡愛之助 / 黒木メイサ / 斎藤工 / 河瀬直美 / ジョン・カビラ / 篠原ともえ / 有森裕子 / 宮城大樹 / 福島リラ / 
GIMICO / 矢吹春奈 / 鈴木貴之 / 別所哲也 / 田中杏子 / 操上和美 / 草刈民代 / 中村獅童 / 水上剣星 / IVAN AKIRA / 宮本笑里 / ジャル
ジャル / 石田純一 / 西島数博 / 湯川れい子 / 安藤政信 / 花岡伸和 / 太田光 / 山田裕貴 / JERO / 森本千絵 / 大西洋 / シシド・カフカ / 
LiLiCo / 小山薫堂 / 鈴木福 / 武部聡志 / パパイヤ鈴木 / 川中美幸 / 杏里 / 氷川きよし / 早見優 / 槙野智章 / 美馬寛子 / 哀川翔 / 加藤雅
也 / 上地雄輔 / 土屋アンナ / 茂木健一郎 / 藤あや子 / 梅宮アンナ / 村主章枝 / 壇蜜 / HIROYA / 大雅 / 藤原紀香 / 尾上松也 /柚希礼音 / 
岩城滉一 / 町田啓太 / すみれ / 森永邦彦 / 山根和馬 / 五木ひろし / 仲里依紗/ 桜庭ななみ / ヒロ杉山 / 箭内道彦 / 小池徹平 / 春畑道哉 / 
今井マサキ / 加藤いづみ / 秋元梢/ 谷中敦 / 中川大志 / 隈研吾 / 平原綾香 / LESLIE KEE / 松任谷由実
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さん）かな。私にとって、ユーミンは神様。シンガポールの日
系工場で働いていた頃、『やさしさに包まれたなら』を聴い
て、歌詞の意味を一緒に働いていた日本人から教えても
らってから、今もずっと大好き。日本に行きたいと思ったの
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のインタビューを読んでいる皆さんが元気なら、親孝行を
たくさんしてあげた方がいいよ！
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には、「目に映るすべてのことは メッセージ」という歌詞が
あるんだけど、まさにこの言葉を、インタビューを読んでい
る若い子たちに伝えたい。あなたたちの目に映っているす
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感じられていますか？もしも感じられていないなら、目を開
いて、そして心を開いて、目の前に広がっているたくさんの
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今まで数多くの著名人を撮影してこられた中で、特に印

象に残っている方はどなたですか？
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松任谷由実さんの写真をはじめ、レスリーさんの作品

は、どれもシンプルさの中に強いパワーを感じます。
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